
平成3 0年度 第1回 古賀市文化財保護審議会

会議次第

1. 開会の言葉

2. 教育長あいさつ

3. 議事

(1)古賀市指定文化財に関する調査審議

案件：谷山の盆綱

4. 報告事項

平成3 0年6月2 8日（木）

1 0時0 0分から

リ ー パスプラザこが歴史資料館

研修室

(1)平成3 0年度古賀市内文化財調査についての報告

・船原古墳調査について

・開発に伴う受託調査について

(2)私年号「亀光元年」銘蒐石について

u. 閉会の言葉





古賀市文化財保護審議会長 様

30古教文第236号
平成30年6月 �7 日

古賀市教育委員

古賀市指定無形文化財の指定について（諮問）

古賀市文化財保護条例（昭和58年条例第1 4号）第1 9条第3項の規定により下記の事項
について諮問します。

記

谷山の盆綱を古賀市指定無形民俗文化財に指定することについて

·•. 1. 指定区分及び種別
指定区分 無形民俗文化財

2. 文化財の名称
名称 谷山の盆綱

3. 所有者及び権限に基づく占有者並びに管理責任者又は保持者若しくは保持団体の氏名（保
持団体にあっては代表者）又は名称及び住所

名称 谷山区
住所 福岡県古賀市谷山

4 現状
毎年8月15日に実施

5. 沿革
谷山区は古賀市の東部、犬鳴山麓に位置し、谷山川に沿って形成される塊状形態集落で

ある"
古賀市の谷山区で8月15日の夜におこなわれる盆綱は江戸時代ころより伝わり、現在も引

き継がれている行事であり、昭和20年のいわゆる「玉音放送」により、広く国民にポツダム
宣言の受諾と軍の降伏の決定を伝えた日にもおこなわれたそうである。

盆綱は 8 月15日に近い休日に谷山八幡宮の境内で綱引き用の綱を絢うことから始まる。昭
和 10年ごろまでは山から子どもがカンネクズ、青年団がフジカズラなどを取っできてこれを
綱い綱としていたようであるが、現在では稲藁となっており、その年の世話役が用意すること
となっている。境内の大きなケヤキの二又になったところを使って「エイサー 、エイサー」と
掛け声をかけながら半日かけて綱を綱が直径20 cm、長さ5佃程の絢われた綱は鳥居をくぐ
らずに境内横から引き出され、綱引きを行う谷山集落の中心の通りへ運ばれる。
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かつては子どもたちが「こんや一 、こんや一、盆綱の加勢に来てくださいまっせー」と大き
な声を張り上げて村中を練り歩いていたが、今は有線放送などで集まってもらうようになって
いる。

たそがれ時、区長による寄せ太鼓が嗚り、祭りがいよいよ始まる。綱引きは地元消防団と子
どもや大人たちに分かれ、消防団は通りの降り側、子どもたちは通りの昇り側に位置取り場所
の交代を行わずに綱引きをおこなう。綱引きの審!j:IJでもある区長の打ち鳴らす太鼓の音を合図
に綱引きが始まる。 勝負は2勝1敗で子どもたちが勝つこととなっている。

か？ては綱の材料である藁も貴重品だったが、特別な綱であ？たため、誰も藁を持ち帰るこ
とはしない。 綱は境内脇に輪積みして置くこととなっている。

祭りの大願は綱に触ると子どもが元気に育つ、無病息災、先祖の霊が綱に乗って浄土に帰る
（仏さまが綱にのって帰られる）などと言われているが、一番の目的は豊作祈願と考えられて

いる（なお、 谷山集落の上（山側）と下（海側）に墓地があり、その墓の橋渡しを綱引きでお
こなうと説明される方もおられるが、いずれにしろ、 本来の大願は不明とせざるを得ない）。

6. 指定する理由
盆綱はかつて市内各所において執り行われた行事であったと思われるが、古賀市内では

現在は谷山区においてのみ存続、 継承されている伝統行事である。 勿論、今日に至るまで

綱の素材等で内容が変質したものもあるが、戦時中そしてその後も断絶することなく受け
継がれていてこのことも貴重である。

以上のように、 重要性に鑑み、無形民俗文化財として極めて貴重であることから指定候
補としてあげるものである。
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古賀市文化財保護審議会長

:3 0古教文第2 :.3 7 

平成3 0年6月27日

古賀市教育委員

古賀市指定無形文化財の保持団体の認定について（諮間）

古賀市文化財保護条例（昭和58年条例第1 4号）第1 9条第3項の規定により
の事項について諮間します¢

谷tJ」区を占賀市指定無形民俗文化財の保持団体に認定することにつし

1. 文化財の指定区分及び種別
指定区分 無形民俗文化財

2. 文化財の名称
名称 谷山の盆綱

3. 保持者若しくは保持団体の氏名（保持団体にあっては代表者）又は名称及び住所
名称 谷山
｛主所 福岡県古賀市谷山

（福岡県古賀市谷山664 谷山公民館）

4. 指定無形民俗文化財の保持団体に認定する理由
盆綱はf!S内各所で行われた行事と思われるが、古賀市内で現在も存続、継承され
いるのは谷山区のみである。今日に登るまで盆綱に関わる構成員等も変わり

ら受け継がれている伝統行事であり、よって、谷山区を無形民俗文化財の保持団体
として選定するものである⇔

5



�

-

＇
 

／
ー
＼
；

6



7



8



「谷山の盆綱」に関する調査報告

1. 谷山区の概要

谷山区は古賀市の東部、 犬鳴山系の西麓に位置し、谷山川に沿って形成される塊状形態集落で

ある。明治21年4月17日町村制発布、同22年4月1日実施となり、谷山村は 小山田村、薬王

寺村、薦野村、 米多比村と共に小野村として発足。その後、昭和30年4月1日、小野村は古賀

町、青柳村と合併し古賀町となり、谷山は行政区として今日に至る。

谷山は江戸時代からの地名表記である1。谷山村そして谷山区に至る人口動態等を概観する なら

ば、 元禄5年(1692)頃に成立した 『筑前国続風土記巻舟 ー・ 舟二田圃志』では高541石余 ・ 家

数40 ・ 社1 ・ 人数306、寛政 11 年 (1799) に完成した 『筑前国続風土記附録』の福岡県地域史

研究所所蔵写本では家数61 ・ 人数237、明治5年着手、明治13年完成の 『 福岡県地理全誌』で

は戸数72 ・ 人口355 (男160 ・ 女195)• 田43町余 ・ 畠7町余 ・ 山林131町余。 『明治11年の

町村耕宅地戸口』では耕地109町・ 72戸·376人、 『明治17年の町村 戸口』73戸·391人、 『明

治19年頃 糟屋郡戸口反別』73戸• 447人 ・ 田48町余・畠4町余 2、昭和10年の人口357 (男

177 ・ 女180)、昭和21年の人口440 (男211 ・ 女229) 3 、昭和30年の世帯数66 ・ 人口423

（男204、女219)、昭和40年の世帯数69・人口382 (男181 ・ 女201)、昭和50年の世帯数77·

人口353 (男166 ・ 女187)、昭和57年の世帯数162 ・ 人口618 (男296 ・ 女322) 4、平成元年

307世帯 ・ 人口1088人、 現在 の 谷山区の人口は 1,509人である 5。

2. 谷山 の盆綱 の概要

古賀市の谷山区で8月 15 日 の夜におこなわれる盆綱は江戸時代ころより 伝わり、 現在も引き

継がれている行事で、昭和20年のいわゆる「玉音放送」6により広く国民にポツダム宣言の受諾

と軍の降伏の決定を伝えた日にもおこなわれた そうである。

盆綱は8月15日に近い休日に谷山八幡宮の 境内で綱引き用の綱を絢うことから始まる。昭和

10年ごろまでは山から子どもがカンネクズ、青年団がフジカズラなどを取ってきてこれを絢い綱

としていた ようであるが1、現在では稲藁となっており、その年の世話役が用意する こととなって

いる。境内の大きなケヤギの二又になった ところを使って「エイ·サー、エイサー」と掛け声をか

けながら半日かけて綱を絢う。直径20 cm、長さ50m程の絢われた綱は鳥居をくぐらずに境内横か
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ら引き出され、綱引きを行う谷山集落の中心の通りへ運ばれる。

かつては子どもたちが「こんや一 、こんや一 、盆綱の加勢に来てくださいまっせー」と大きな

声を張り上げて村中を練り歩いていたが、今は有線放送などで集まってもらうようになっている。

たそがれ時、区長による寄せ太鼓が鳴り、祭りがいよいよ始まる。 綱引きは地元消防団た子ど

もたちとその加勢人とに分かれ、消防団10 は通りの降り側、子どもたちIIは通の昇り側に位置取り

場所の交代を行わずに綱引きをおこなう。 綱引きの審判でもある区長の打ち鳴らす太鼓の音を合

図に綱引きが始まる。 必ず一度は消防団が勝たなければならないこととなっており、消防団は相

手を綱から振りほどこうと家の壁や塀にぶつかって右に左に道いっぱいに揺さぶりをかける。 さ

らに昔の火の見やぐらの基礎石に綱をくくりつけて、分団長の「ガブレ、 ガブレー」の号令と共

に団員の半数が綱から離れ、子どもたちを綱から引き離そうと、大きな声を出したり怖い顔をし

て脅かしたり、くすぐったりしてようやく勝ちを拾う。 昔は子どもたちも生垣の杉の枝で青年団

を叩いたりして反撃していたようであるが、今は見られない。 勝負は2勝1敗で子どもたちが勝

つこととなっている1\

かつては綱の材料である藁も貴重品だったが、特別な綱であったため、誰も藁を持ち帰ること

はしない。 綱は境内脇に輪積みして置くこととなっている。

祭りの大願は綱に触ると子どもが元気に育つ、無病息災 13 、先祖の霊が綱に乗って浄土に帰る

（仏さまが綱にのって帰られる）などと言われているが、 一番の目的は豊作祈願14 と考えられて

いる15 0 

注

］しかしながら、集落としては谷山字古屋敷の観音堂に平安仏4体 、室町時代頃の仏像2体が安置さ
れていて、古くから存在した こと は疑いない。
2 明治11年から明治19年の参考文献は『福岡県史料集 第2号』による。
3 昭和10年、同21年のデー タは昭和32年『小野村誌』記載による。
4 昭和30年～同57年のデー タは昭和60年『古賀町誌』記載による。
5ちなみに谷山村の村高は慶長7年(1602) の『慶長年中調各村別石高帳』では535石余、慶長 10年
の『慶長筑前国絵図』477石余、正保4年(1647)に成立した『筑前国中郷帳』では355石余（田270
石余、畠85石余）、元禄14年(1701)に幕府へ提出した『元禄筑前国絵図』では355石余、天保5年
(1834)に成立した『筑前国郷帳』では549石余、明治10年頃の『旧高旧領取調帳』541石余である。
6 「大東亜戦争終結ノ詔書（「終戦の詔書」「戦争終結に関する詔書」等と もいう）」を昭和天皇が肉声

により朗読したものをレコ ー ド盤に録音、これをラジオ放送した。
7 これは山の手入れも兼ねていたと説明される方もおられる。
8かつては境内の大きなモミジを使って綱を絢っていたが落雷により裂けたため、現在はケヤキを使
用しているとのことである。
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，かつては青年団であったが、 現在は地元消防団となっている。
10 消防団を「海側」と説明される方もおられる。
11こちらを「山側」と説明される方もおられる。

12 勝負は必ず2勝1敗と定められている。 また、 その順番も定められていると説明される方もおられ
る。 その方の説明によれば、 子どもたちの勝ち→消防団の勝ち→子どもたち勝ちの順番で勝つことと
されている。

13綱に触ると1年間無病息災で過ごせるともされる。
14 子どもたちが勝つことで豊作が約束されると説明される方がおられる。
15なお、 谷山集落の上（山側）と下（海側）に墓地があり、 その墓の橋渡しを綱引きでおこなうと説

明される方もおられるが、 いずれにしろ、 本来の大願は不明とせざるを得ない。
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4- (1)船原古墳調査について

①平成29年度速報展及びマスコミ報道について

概要
平成29年度までの出土品の調査によって新たに明らかになった、 全国唯一の金銅の

飾馬具で構成された馬装について報道発表を行った。馬装を構成するのは、忍冬唐草文
心葉形鏡板付轡1点、 鳳凰文心葉形杏葉3点、 ガラス装飾付金銅製雲珠1点、 ガラス
装飾付金銅製辻金具9点であり、馬装復元案とともに出土品を公開した。 あわせて、報
道発表翌日から平成29年度国史跡船原古墳速報展で該当の出土品を展示することを発
表した。

報道発表の結果
実施日時：平成30年3月28日（水） 15時から
参加者 ：朝日新聞2名

西日本新聞1名（後日文化部記者が別途取材）
読売新聞1名
毎日新聞2名（うち1名は学芸部記者）
RKBラジオ3名
J:COM 1名

配布資料：別紙参照
報道（新聞記事については別紙参照）：

平成30年3月29日（木）朝日新聞27面（福岡）、 毎日新聞24面（地域）に掲載
平成30年4月8日（日）毎日新聞27面（文化・芸能）
平成30年5月10日（木）西日本新聞11面（文化）

速報展来館者について
速報展期間：平成30年3月29日（木） -----5月23日（水）
総来館者数： 1,444人

来館者数推移：別紙参照
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古賀市発表資料平成30年3月2 8日

国史跡船原古墳全国唯一の金銅の飾馬具セットについて

1. はじめに
くつわ

甘こう迄船原古墳1号土坑の出土品のうち、馬具は現在のところ轡6点、口某6種18点以上、
雲森4種 13点以上、紐釜真3種24点以上などを確認しており、 轡が6点あることから、
現時点では6頭分の馬装の組み合わせを想定して検討を行っている。そのうち今回は、

全国唯一の例となる金銅の飾馬具で構成された馬装について発表する。

2. 馬具のセットの検討

1号土坑から出土した轡と杏葉のうち、忍冬唐草文心葉形鏡板付轡の鏡板と鳳凰文心葉

形杏葉3点はほぼ同じ大きさで、地板鉄板＋金銅板十文様板＋縁板の4層構造で縁部を
鋲留めするという技術的特徴も共通しており組み合うものと考えられる。

土坑の中での出土位置をみると、忍冬唐草文心葉形鏡板付轡は土坑北側の金銅装鞍の
脇から出土しており、6点のガラス装飾付金銅製辻金具とともに発見されたことからひと
まとまりのものであったと考えられる。

一方、鳳凰文心葉形杏葉は土坑南側の木製の箱の北東隅付近から出土している。近くか
らは、1点のガラス装飾付金銅製雲珠と2点のガラス装飾付金銅製辻金具が出土した。な
お、箱の中央付近からもガラス装飾付金銅製辻金具のガラス装飾が 1点見つかっている

が、ガラス装飾を用いた馬具はガラス装飾付金銅製雲珠・辻金具のみのため、鳳凰文心葉
形杏葉の近くから出土したガラス装飾付金銅製辻金具と組み合うものと考えられる。

以上の出土状況から、忍冬唐草文心葉形鏡板付轡と鳳凰文心葉形杏葉はガラス装飾付
金銅製雲珠・辻金具と組み合うものと推定される。忍冬唐草文心葉形鏡板付轡と6 点の

ガラス装飾付金銅製辻金具で面繁、 鳳凰文心葉形杏葉3点とガラス装飾付金銅製雲珠 1
点、 ガラス装飾付金銅製辻金具3点で尻繁といえる。

3. 全国初となる金銅の飾馬具のセット
今回公開する金銅の飾馬具を構成する忍冬唐草文心葉形鏡板付轡と鳳凰文心葉形杏葉

のように透彫で文様を描いた心葉形鏡板付轡・杏葉の出土例は国内に30例ほど知られて
いるが 、このうち轡と杏葉が揃って出土しているのは12例ほどしかない。さらに 、 ガラ

ス装飾付金銅製の辻金具と雲珠が 組み合う例は船原古墳のみである。

4. 今回初公開の轡と杏葉の注目点
0文様板の製作技法

忍冬唐草文心葉形鏡板付轡と鳳凰文心葉形杏葉は、縁金を多くの鋲で装飾し、文様板
に立体的な薄肉彫により動植物を表現し、毛彫りなどで加飾しており、 心葉形鏡板付
轡·心葉形杏葉の中でも精緻な一群である。このうち轡と杏葉が揃って出土しているも

のは、，船原古墳の他に奈良県藤ノ木古墳（国宝）、奈良県珠城山3号墳、静岡県御小屋
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田

古
賀
市
教
委
は
28
日 、

リ
ー

パ
ス
プ
ラ
ザ
こ
が
歴

史
資
料
館
で 、
国
史
跡
の

船
原
古
墳
(
6
世
紀
末
S

7
世
紀
初
頭）
か
ら
出
土

し
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
を
終
え

た
金
銅
の
飾
り
馬
具
セ
ッ

ト
を
報
道
陣
に
公
開
し

た 。
当
時
の
東
ア
ジ
ア
最

高
レ
ベ
ル
の
金
工
技
術
で

精
緻
な
文
様
が
施
さ
れ
て

い
る 。
29
日
か
ら
5
月
認

日
ま
で
同
館
で
速
報
展
を

開
催
す
る 。
入
館
無
料 。

公
開
さ
れ
る
飾
り
罵
異

は
朝
鮮
半
島
で
も
見
つ
か

っ
て
い
る 、
ハ
ー
ト

形
の

ャ
t,'．e8
5

g
圏
文
心
葉
形
杏
葉
と

忍
冬
唐
草
文
心
葉
形
鏡
板

付
轡
や 、
ガ
ラ
ス
装
飾

ぅ

h
』

付
辻
金
臭・
雲
珠
か
ら
な

る
が 、
こ
れ
ら
す
べ
て
が

船原古墳から出土 始知

金銅の飾り馬具を公開
きょうから速報展古賀市教委

組
み
合
わ
さ
っ

た
馬
臭
セ

ッ
ト

は
国
内
で
は
唯一
と

い
う。2

0
1
3
年
の
発
掘
調

査
で
1

号
土
坑
か
ら 、
6

頭
分
ほ
ど
の
飾
り
馬
具
が

武
具
や
農
紺
具
と
と
も
に

出
土（
総
数
約
5
0
0
点）

し
た 。
特
に
金
銅
（
金
メ

ッ
キ
し
た
青
銅）
の
轡
や

杏
葉
は
透
か
し
彫
り
で
豪

華
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ 、
当

時
は
黄
金
色
に
輝
い
て
い

た
と
み
ら
れ
る 。
奈
良
県

の
藤
ノ
木
古
墳
の
出
土
品

（
国
宝）
な
ど
に
匹
敵
す

る
と
さ
れ
る 。

九
州
歴
史
資
料
館
（
小

郡
市）
が
ク
リ
ー

ニ
ン
グ

を
担
当 、
形
や
構
造
な
ど

で
新
た
な
知
見
も
得
ら

れ 、
改
め
て
馬
具
や
製
作

直

クリーニングが完了し公開される
船原古墳出土の馬異

日―
N
'

� 戸

技
術
の
移
転 、
当
時
の
東

ア
ジ
ア
の
動
向
を
知
る
資

料
と
認
識
さ
れ
た 。
今
後

も
新
羅
な
ど
か
ら
も
た
ら

11 ·週■tt• 2018年（平成30年）5月

浮J::するいくつもの謎

豪
華
な
馬
具
が
遺
物
埋
納
坑
か
ら

出
土
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
福
岡
県

古
賀
市
の
船
原
古
墳
の
速
報
展
が 、

同
市
歴
史
資
料
館
で
開
か
れ
て
い

歪
展
示
を
見
て
い
る
と
「
実
際
は

ど
う
使
っ
た
の
か」
「
な
ぜ
土
坑
か

ら
複
数
頭
分
の
馬
具
が
？」
と 、
い

福岡・古賀市歴史資料館

さ
れ
た
も
の
か 、
国
産
か

な
ど
に
つ
い
て
調
査
す

る 。速
報
展
で
は 、
実
物
の

I屑嗜嘉憾耽ti

“枷
船原古墳から出土した杏葉の復元模型

ぇ[
％
ゎ

IP
う 。
戦
場
で
は
敵
の
目

eo
 

く
つ
も
の
疑
問
が
あ
ら

た
め
て
浮
か
び
上
が
っ

n

標
に
な
り
や
す
く 、
危

m

険
な
印
象
も
あ
る 。
あ

ス

ppo

て
□
[)
て
い
る
の

し
r
3
777

』
る
い
は
儀
式
用
だ
っ

た

は 、
馬
に
付
け
る
ベ
ル

、
贔
'

nka
の
か
形
状
か
ら
「

馬

ト
を
固
定
す
る
ガ
ラ
ス

bu

具」
と
さ
れ
て
い
る
が 、

汀月

文

戸
闘
甘

酎
葉
な
ど
の
出
土
品

文
化
課
の
岩
橋
由
季
さ

と
そ
の
復
元
摸
型 、
埋
納
坑
の
模
型

ん
は
「
金
具
の
裏
に
ペ
ル
ト
の
痕
跡

な
ぢ
埋
納
坑
の
3
次
元
テ
ー

タ
を

が
あ
る
か
と
う
か
を
調
べ
て
い
る」

バ
ソ
コ
ン
で
見
る
こ
と
も
で
き
る

と
話
す

豪
華
な
金
属

出
土
品
は
九
州
歴
史
資
料
館（
同
県

製
品
に
つ
い
目
が
向
く

小
郡
市）
で
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
さ
れ
た

が 、
付
着
し
た
土
に
含

と
は
い
え 、
当
時
の
様
子
を
つ
か
が

ま
れ
る
有
機
物
の
調
査

い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い 。
そ
れ
を

も
今
後
の
重
要
な
ポ
イ

補
う
の
が
色
や
輝
き
を
再
現
し
た
復

ン
ト
に
な
る

3

元
模
型
だ 。

複
数
頭
分
が
見
つ
か

こ
の
馬
具
を
馬
に
付
け
て
い
た
と
っ
た
馬
具
は 、
全
て
が

す
る
と 、
太
陽
の
光
を
反
射
し
遠
く

同
等
の
品
で
は
な
い
と

か
ら
で
も
す
ぐ
に
判
別
で
き
た
だ
ろ

い
う 。
な
ぜ
レ
ベ
ル
が

ほ
か
三
次
元
プ
リ
ン
タ
ー

で
製
作
し
た
復
元
模
型 、

実
物
大
の
古
代
馬
レ
プ
リ

力
も
展
示 。
併
せ
て
「
船

原
方
式」
と
呼
ば
れ
る
古

墳
調
査
で
確
立
さ
れ
た―――

次
元
計
測
や
C
T
ス
キ
ャ

ナ
ー

を
使
っ

た
最
新
詞
査

【
前
田
敏
郎】 I 

II 

違
つ
も
の
を一
緒
に
埋
納
し
て
い
た

の
か
一
号
坑
が
逆
L
字
形
の
理
由

は
何
か 。
そ
も
そ
も
な
ぜ
古
墳
の
外

に
埋
納
坑
が
あ
る
の
か 。
今
回
の
速

報
展
は
あ
く
ま
で
も
途
中
経
過
で
あ

り 、
今
後
の
詳
細
な
調
査
分
析
が
待

た
れ
る
が 、
い
く
つ
も
の
謎
に
思
い

を
巡
ら
す
こ
と
が
で
き
る
展
示
だ （

23
日
ま
で 。
無
料
古
賀
市
立
歴

史臼
料
館
11
0
9
2
(
9
4
4)
6

2
1
4

（
古
賀
英
毅）

な
ど
に
つ
い
て 、
C
G
画

像
や
パ
ネ
ル
で
解
説
す

る 。

5/10西日本文化面

3/29毎日 地域面
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ガ
ラ
ス
壁
飾
と
＿

式
飾
墨――

3/29朝日 地域面

（
馬
郡
昭
彦）

て
お
り、
藤
ノ
木
古
墳
出
土
品

（
国
宝）
に
匹
敵
し、
東
ア
ジ

ア
最
高
ラ
ン
ク
の
製
作
技
術
だ

っ
た
と
み
ら
れ
る。

今
回、
轡
が
6
点
あ
る
こ
と
一

も
わ
か
り、
6
頭
分
の
鳥
装
が

ー
・
国

胃繭
繭．

謳一

叶
吐いい物

の
ほ
か、
往
時
を
再
現
し
た
黄

飾
付
金
銅
製
辻
金
具
や
雲
珠
と

金
に
輝
く
レ
プ
リ
カ
な
ど
を
展

展

組
み
合
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る

示
し
た
船
原
古
墳
速
報
展
を
29

古
賀
市
の
船
原
古
墳
で
出
土
し
た
馬
具
類
を
調
べ

報

と
い
う。
轡
や
杏
葉
が
そ
ろ
っ

日
か
ら
古
賀
市
立
歴
史
資
料
館

た
と
こ
ろ、
馬
の
頭
の
部
分
と
尻
の
部
分
を
飾
る
金

速

て
出
土
し
た
例
は
あ
る
が、
辻ー
で
開
催
す
る。

銅
製
の
轡
と
杏
葉
が
新
た
に
見
つ
か
っ
た。
こ
れ
ま

ゞ

金
具
な
ど
と
セ
ッ
ト
で
出
土
し

で
に
見
つ
か
っ
て
い
る
ガ
ラ
ス
装
飾
付
き
の
金
銅
製

市

た
例
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
と

辻
金
具
な
ど
と
セ
ッ
ト
の
飾
烏
具
は
国
内
唯一
と
い

う。
古
賀
市
教
委
が
28
日、
発
表
し
た。

船
原
古
墳
は
6
世
紀
末
か
ら

州
歴
史
資
料
館
（
小
郡
市）
で

轡
と
杏
葉
は
地
板
鉄
板
と
金

7
世
紀
初
頭
の
も
の
で、
こ
れ

調
査
を
続
け
て
い
た。

銅
板、
文
様
板、
縁
板
の
4
層

ま
で
に
古
墳
脇
の
土
坑
か
ら
ガ

今
回
見
つ
か
っ
た
の
は
忍
冬

構
造
で
縁
部
を
鋲
留
め
し
て
い

ラ
ス
装
飾
付
金
銅
製
辻
金
具
な

唐
草
文
心
葉
形
鏡
板
付
轡
と
鳳

た。
鳳
凰
な
ど
の
文
様
は
薄
肉

ど
豪
華
な
馬
具
類
が
出
土。
九

凰
文
心
葉
形
杏
葉。
ガ
ラ
ス
装

彫
り
な
ど
で
立
体
的
に
表
現
し

『

船原古墳から出土した飾馬具＝古
賀市立歴史資料館、 長沢幹城攪影

福
岡・
船
原
古
墳
仝
逆
躙
制
き
馬
目K

福
岡
県
古
賀
市
教
委
は
3
月
郊
日、
同
市
の
船
原
古
墳(
6

凧
7
捏
笥
め）
の
土
坑
か
ら
2
0
1
3
年
に
出
土

し、
土
な
ど
の
除
去
作
業
を
終
え
た
金
銅
製
罵
臭
を
新
た
に

公
開
し
た。
精
巧
な
作
り
か
ら
同
市
教
委
は
「
当
時
の
ト
ッ

プ
レベ
ル
の
製
作
技
法」
と
し
て
い
る。
同
古
墳
か
ら
は
こ

れ
ま
で
に
も、
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
状
の
製
品
や
ガ
ラ
ス
を
組
み

合
わ
せ
た
辻
金
臭
な
ど、
国
内
に
例
の
な
い
金
銅
製
馬
具
が

確
認
さ
れ
て
い
る。
最
高
級
品
を
集
め
た
同
古
墳
の
被
葬
者

を
考
え
る
上
で
賣
重
な
成
果
と
言
え
る。

杓攣髯
胃
0m

ス
イ
カ
ズ
ラ
の
よ
う
な
ツ
ル
草
の
文
様、
杏
葉
に
は
閾
凰
の

文
様
が
あっ
た。
い
ず
れ
も
鉄
板
1
枚
と
金
銅
製
板
3
枚
を

重
ね、
外
側
を
ぴ
ょ
う
で
留
め
て
い
た。
文
様
は
金
銅
製
ー

板
に
透
か
し
彫
り
や
薄
い
浮
き
彫
り
で
立
体
的
に
表
現
さ
れ

た
上
に、
た
が
ね
で
線
が
彫
ら
れ
て
い
た。
線
と
線
の
間
が

L
戚
下
と
細
密
だっ
た。

市
教
委
の
岩
憫
由
季
主
事
は
「
東
ア
ジ
ア
で
最
高
級
品
と

さ
れ
る
藤
ノ
木
古
墳
（
奈
良
県）
に
匹
敵
す
る」
と
み
て
い

る。
市
教
委
に
よ
る
と、
同
じ
形
状
の
轡
と
杏
葉
の
出
土
は

全
国
で
約
⑳
例
あ
る
が、
船
原
古
墳
ほ
ど
精
巧
な
も
の
が
二

つ
そ
ろっ
て
出
土
す
る
の
は、
藤
ノ
木
古
墳
や
珠
城
山
3
号

墳（
奈
良
県）、
御
小
塁
原
古
墳
（
静
岡
県）
の
3
例
だ
け。

玄
界
灘
沿
岸
に
は
金
銅
製
罵
奥
出
土
の
古
墳
が
多
く、
船

原
古
墳
で
は
古
代
朝
鮮・
新
羅
が
源
流
と
み
ら
れ
る
罵
具
が

既
に
見
つ
かっ
て
い
る。一
方、
藤
ノ
木
古
墳
の
閑
具
の
製
作

地
は
中
国、
朝
鮮
半
囀
日
本
な
ど
の
説
が
あ
る。
今
回
の

唇
確
認
で、
当
時
の
日
本
全
体へ
の
罵
真
の
伝
来
を
探
る

重
要
な
資
料
が
新
し
く
加
わっ
た。
そ
の
点
に
意
義
が
あ
る。

同
市
立
際
困
悶
伍i
(
0
9
2
.

9
4
4
.

6
2
l
4)

で
5
貝科
日
ま
で
公
開
中。
無
料。
【
大
森
顧
浩、
写
真
も】

精巧な作り 「東アジア最轟級」 船
売
足宍か
ら出土した
0胸や
尻の
装飾
品の
金
綱製馬翼「鳳皿文

｀お
箆

目
。
ハ
ート
形の
中に
鳳凰の
文樺がある
0罵の口に
は

め
る
舎
酌
誓
翼
「
忍冬
唐
草文
｀出
鬱
緬
振
付轡」
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おもがい

面繁

しりがい

尻繁

今回発表する馬装復元案と馬具の名称
（福岡大学教授桃崎祐輔氏の馬装案を墓に改編）

● 忍冬唐草文心葉形鏡板付轡 ¢, ガラス装飾付金銅製雲珠

・鳳凰文心葉形杏葉 ◇ ガラス装飾付金銅製辻金具

圧

今回発表する金銅の飾馬具の出土位置
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原古墳（重要文化財）のみである。

船原古墳の鳳凰文心葉形杏葉は線彫りの間隔が 0.5-0.7mm であり、 同じ系譜の珠城

山 3 号墳例の線彫りの間隔が 0.3-0.Smm であることと比べると若干の省略表現がみら

れ、鋲数も減少する。このことから、船原古墳例は珠城山3号墳例よりも後出するもの

と思われる。

船原古墳の忍冬唐草文心葉形鏡板付轡の鏡板は、珠城山3号墳、藤ノ木古墳の例と比

較すると、忍冬唐草文の構図がわずかに異なっている。船原古墳例は、厚手の銅板に透

彫 ・ 薄肉彫を施し、更に毛彫りにより流麗なパルメットが表現され、その精緻さは珠城

山3号墳、 藤ノ木古墳の鏡板と比肩するものである。

以上より、鳳凰文心葉形杏葉は、文様の精緻さにおいては製作工人の技量が珠城山3

号墳、藤ノ木古墳のものよりやや劣る。 一方、心葉形忍冬唐草文鏡板は、その精緻さか

ら製作工人の技量においてトップレベルのものである。

0引手の素材

金銅装の忍冬唐草文心葉形鏡板付轡の引手素材には、 金銅製と鉄製の2つのタイプ

があり、時期的には金銅製に古い時期のものが多く、また金銅製の引手が階層的に上位

と想定されている。船原古墳の轡の引手は金銅製で、他には藤ノ木古墳、福岡県宮地嶽

古墳、 御子屋原古墳、 山梨県古枷塚古墳の4例しかない。

5. まとめ

古賀市船原古墳1号土坑から出土している金銅の飾馬具は、 その豪華絢爛なデザイン

性はもとより、 馬具の組み合わせや個々の製作技法の観点においても日本列島のみなら

ず東アジアにおいて最高ランクに位置づけられるものである。また、類似した馬具は国内

のみでなく朝鮮半島でも発見されていることから、 馬具そのものの流通もしくはその製

作技法の移動も想定され、 今回の発見を含む船原古墳の出土品が東アジアの動向を知る

上で重要な資料であることが改めて認識される。
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②平成30年度の事業について

発掘調査等補助事業
ヽ●概要報告書作成

• 平成29年度までの調査成果を中心とした内容

• 平成30年度末刊行予定

●出土遺物整理
・出土遺物のクリ ー ニング・接合等の作業180点
・出土遺物の実測作業200点

・遺物出土状況の三次元デー タ作成

地域の特色ある埋蔵文化財活用補助事業
●パンフレット作成

・ 一般向けに遺物の調査研究を通して明らかになったことを発信する

• A4裏表カラー 印刷で毎回一つの遺物を取り上げる
・今年度は馬冑、 忍冬唐草文心葉形鏡板付轡、 円形鏡板付轡について作成

●パネル展
・古賀市立歴史資料館等で調査研究成果についてパネル展を行う

●講演会
・古賀市立歴史資料館で行っている自然史・歴史講座で船原古墳関連講演会を行う

平成30年5月13日（日） 13:30,-.._, 15:30 

「船原古墳最新情報2018,...._,今明かされる豪華馬具の高度な技術力～」
小林啓（九朴I歴史資料館学芸調査室）

「古代馬の模型作成について」
甲斐孝司（古賀市教育委員会文化課）

●出士遺物復元画像作成
・資料館の来館者がパソコン等で遺物を360゜ 様々な角度から見ることができるよ

うにするためCG画像を作製

•今年度は忍冬唐草文心葉形鏡板付轡、 ガラス装飾付金銅製辻金具、円形鏡板付轡
について作成

28



③一般向け書籍の刊行について

●新泉社『遺跡を学ぶ』シリ ー ズによる刊行が決定(6/1新泉社編集委員会にて）

●刊行年：未定

●著者
甲斐孝司 ・ 岩橋由季（古賀市教育委員会）

●目次（案）
1. 発見の経緯

1)世紀の発見(1号土坑発見の経緯）
2)発掘調査の経緯
3)関係機関との協議、 発掘調査期間の延長
4)記者発表と現地説明会

2. 最新技術を用いた発掘調査
1)調査の方針
2)三次元計測
3)遺物の取り上げ
4) CTスキャン
5)最新技術を用いた発掘調査の成果

3. 出土品の価値
1)出士品の内容
2)注目すべき遺物
3)出土品の価値

4. 船原古墳の被葬者像
1)平成8年調査の経緯
2) 1号土坑周辺の調査と成果
3)船原古墳の位置付け

4)船原古墳の被葬者像
5. 船原古墳の今後
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古賀市文化財保護審議会長 様

2 8古教文 第622号
平成29年 1月 日

古賀市教育委員会

古賀市指定有形文化財の指定について（諮問）

古賀市文化財保護条例（昭和58年条例第14号）第4条第3項の規定により下記の事項につ
いて諮問します。

A
 

記

私年号「亀光元年」銘墓石を古賀市指定有形文化財に指定することについて

1. 指定区分及び種別
指定区分 有形文化財
種別 考古資料

2. 文化財の名称及び員数
名称 私年号「亀光元年」銘墓石
員数 1基

3. 所有者及び権原に基づく占有者並びに管理責任者又は保持者若しくは保持団体の氏名（保
持団体にあっては代表者）又は名称及び住所

名称 古賀市
代表者 市長 中村 隆象
住所 福岡県古賀市駅東一丁目一番一号

4. 管理場所
名称 古賀市立歴史資料館
住所 福岡県古賀市中央二丁目十三番一号

5. 現状
古賀市立歴史資料館にて保管、展示。

6. 指定対象物件
私年号「亀光元年」銘墓石 1基
高さ53cm、幅38cm、厚さ26cm。
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7. 沿革
私年号はこれまでに50例以上が知られているが、 「亀光」は見当たらない。したがって新発

見の私年号である。
「亀光」の使用例は現在のところ2例ある。一つは福岡県古賀市新原所在の高木•前田遺跡

第2地点で発見された花岡岩製の墓石で、 「 亀光元年戌九月廿五日」と彫られている。もう一

つは、 『九州大学法学部蒐集文書』の 「福岡県文書」として纏められた 「 山本屋文書」の証文
類の内、 「 山本屋甚兵衛」が講中に入れた 「講鋪證文之事」に 「亀光元年戌九月」とある。 一
方は金石文、 他方は古文書で、 その性格及び内容などから後世の偽作でないことは明らかであ
る。また 「亀光」に似る公年号はなく、誤記・誤読によるものでもない。よって、 使用当時公
年号が存在しているにもかかわらず、創作されたものであることは疑いない。さらに 「 山本屋
文書」については、これを認める裏書もあることから、この年号が通用していたこともわかる。
なお、確認されている2例がいずれも 「亀光元年戌九月」で共通することから、ごく短期間に
使用された可能性も考えられてよく、 このことも、 私年号の特徴に当てはまるものである。

「亀光」の建元年次について、三池賢一氏は「山本屋文書」に使用された名義の配列状況か
ら 「亀光元年」は文久2年(1862)が最も妥当であると考えた(1)。 一方、 「亀光元年」銘墓
石の考古学的検討結果からも文久2年(1862)が妥当のように思われる。したがって、 「亀光
元年」は文久2年(1862)の建元と考える。

なお、 「亀光」の二字はともに佳字といってよい。 通例、 公年号と私年号は無関係には成立
しない場合が多いとされるが、公年号などの使用例とは関係なく、 佳字二字を選び創作された
ものであろう。また瑞兆とされる亀へ世情一新の願いを託したもので、 このような文字の選定
などは瑞祥改元を窺わせ、復古的傾向と捉えることができるように思われる。このような 「亀
光」•発案者は不明とせざるを得ないが、 いずれにしろ教養ある人物であろう。

また、 私年号の使用者、 およびその使用範囲は、 「 山本屋文書」から福博町衆の中で「亀光」
年号が使用されたことは疑いなく、これに関わる組織などでの使用は考えられてよい。ただし、
墓碑に刻された人物像はわからず、使用者が福博町衆関係に限定されたものであったのかは不
明である。またその使用範囲についても、現在のところ、 福岡藩領域を越えないであろうと推
定するに止めざるを得ない。

なお、 「亀光」、そして幕末頃に建元された他の私年号もあわせて共通するのは、時代背景と
して幕末期の世情不安が考えられ、 そしてその使用が、 地域限定的で比較的短期間使用された
と思われる点などが挙げられよう。

8. 指定する理由

注

「亀光元年」は福博町衆の証文に使用、 通用していた年号である。また、 古賀市内で発
見された「亀光元年」銘墓石により、その使用、 通用範囲の知られる極めて珍しい資料で
ある。また、江戸期の私年号の使用例も少なく、この点も貴重である。加えて建元年次も
明らかで、 時代背景などを窺い知ることができる資料といえる。

以上のように、資料の重要性に鑑み、考古資料として極めて貴重であることから指定候
補としてあげるものである。

1 三池賢ー 2004「私年号「亀光」について」『高木• 前田遺跡3』158 -159頁 古賀市教育委員会
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